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Ⅲ. 論文要旨 
 

序章  

 本研究の目的は，新しい哲学教育を理念的に類型化し，各類型の事例と見な

すことのできる教育計画の構成を解釈することを通して，新しい哲学教育とし

てあり得るカリキュラム論を解明し，新しい哲学教育が含み持つ市民育成の可

能性を究明することにある。 
 学校教育の在りかたには，常に見直しが求められる。意識的計画的に教育を

発生させるための装置である学校教育は，時間と空間に限界があり，あらゆる

ものを詰め込めるわけではない。そこでは常に取捨選択がつきまとうがゆえに，

再吟味の必要に迫られている。日々，様々な立場から不満が噴出し，新しい可

能性が探されているのが，健全な状態であるといえよう。  

 そのような模索の一つとして，学校で哲学を教えるべきか，というものがあ

る。今，これが問われるのには 2 つの背景がある。1 つは，哲学を教える意味の

見直し。従来，哲学を教えるとは哲学的知識を獲得させることであったのに対

し，哲学的行為を実践させる哲学教育が考えられるようになってきた。世界の

意味を吟味させることによって，学ぶものの世界について自ら思考する力を高

めることこそが哲学教育であるという考え方である。背景のもう 1 つは学校教

育カリキュラムの見直しである。現代において，学校教育が市民の育成を担お

うとするならば，知識と技能の教授を基盤にしたこれまでの学校教育カリキュ

ラムは根本的に再検討され，子どもたち自身の思考を強調したものになること

が求められている。これら 2 つの見直しが結びつくところで，学校で哲学を教

えることの役割が問われているのである。  

 意味が見直されつつある哲学教育は，学校教育における古い哲学教育を変革

するだけでなく，現代社会が要求している学校教育カリキュラムの変革に応え，

自ら考える市民を育てる役割を果たそうとしている。これを本研究では，“新し

い哲学教育”と呼びたい。そして，新しい哲学教育はどのような市民の育成を提

案できるのか。学校教育カリキュラム変革の可能性にかかわる挑戦的問いが出

現しているといえよう。  

 しかし，この問いに対して，経験の限界を持った一個人の感覚からのみ答え
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るとすれば，新しい哲学教育の可能性を広く検討した，示唆に富む提案が生ま

れることは期待しにくいだろう。そこで他者のアイデアにヒントを求め，それ

ぞれの経験の蓄積から導き出された多様な新しい哲学教育の考え方を吟味する

ことをもって，この問いに答えたい。本研究では，そのヒントを，新しい哲学

教育の可能性が広く議論されてきた国の 1 つである米国に求め，米国での新し

い哲学教育の展開や，実際に米国で開発された新しい哲学教育の教科書やプロ

グラム，プロジェクトといった教育計画に依拠して，新しい哲学教育の可能性

を究明する。具体的には，次のような手順と方法をとる。  

 第 1 に，新しい哲学教育を広く捉えることのできる理念的な枠組みを作る (第

Ⅰ章 )。その教育で何を達成しようとするのか (教育目標 )，その教育による目的

達成のあり方をどのように規定するか (教育方法 )の 2 つの軸から新しい哲学教

育を類型化する。この 2 つの軸が交差する所に，その教育で何をどのように用

意するのか (教育内容 )が現れ，新しい哲学教育のカリキュラムを編成する基本的

な 4 つの立場を理解できるようにする。  

 第 2 に，事例カリキュラム分析を用いて，理念的に現れた新しい哲学教育の 4

つの類型それぞれのカリキュラム論を解明する (第Ⅱ章から第Ⅴ章 )。各類型の事

例とみなせる教育計画がどのように構成されているかを分析し，論理的構造を

解釈することで，その目標 -内容 -方法の相互関係を明らかにし，そこから，その

新しい哲学教育の特質を考察する。  

 第 3 に，4 つの新しい哲学教育を，それぞれがどのように市民育成に貢献する

のかという観点から，改めて比較，検討し，学校で哲学を教えることの含み持

つ市民育成の新しい可能性を究明する (終章 )。  

 

第Ⅰ章  新しい哲学教育の理念的類型 

 本章では，米国における新しい哲学教育の展開に見られる論点を参考に，多

様な新しい哲学教育を捉えるための一つの枠組みを作る。それが次頁の表 1 で

ある。  

 米国における新しい哲学教育は，1980 年代の批判的思考運動との結びつきに

よって，その存在を明瞭なものにした。それゆえ新しい哲学教育を立論しよう

と思うと，民主主義社会を形成する市民としての質の高い思考を育成するとい  
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う目的に，哲学の固有性をどのように位置づけ，それに貢献しようとするか，

が目標論上の大きな問題になる。また，新しい哲学教育は，批判的思考研究の

蓄積された成果を利用することで，その実体化を図る。それゆえ，新しい哲学

教育を立論しようと思うと，批判的思考研究に存在する複雑な思考育成 (＝人間

形成 )の論理の何を強調して，哲学的行為を思考育成のための行為にするのか，

が方法論上の大きな問題になる。  

 ここから，新しい哲学教育の目標論として，①民主主義的社会を形成するた

めの思考育成の全体に間接的に関与しようとして，哲学に固有の，日常的に省

みられることのない世界の根本的なものごとについて思考すること，それ自体

を目標にする (本質的思考育成 )，②哲学に固有の要素は，民主主義的社会を形成

するための思考育成の全体に直接的に関与してこそ教育的意義をもつと考え，

子どもが哲学を活用して社会を形成するように思考することを目標にする (社会

的思考育成 )，の両論が想定できる。また，新しい哲学教育の方法論として，①

哲学的行為において，子どもが日常的におこなっている思考をより妥当で理に

かなったものにするプロセスこそ思考育成 (＝人間形成 )であると考える (合理化

教育 )，②哲学的行為において，これまで切迫して考えなければならなかった，

もしくは習慣的に考えるようになっていたこと以外で，思考したいと思うこと

を作りだす，自発化のプロセスこそ思考育成 (＝人間形成 )であると考える (自発

表 1：新しい哲学教育の類型 (筆者作成 ) 

      教育方法 

教育目標 

合理化 

(思考をより合理的に) 

自発化 

(思考をより自発的に) 

本質的思考育成 

(哲学的行為目的型) 

合理化による本質的思考育成 

のための哲学教育 

自発化による本質的思考育成 

のための哲学教育 

事例：Philosophy for Teens 

(信念吟味学習としてのカリキュラム編成) 

事例：Philosophy for Kids 

(疑問生成学習としてのカリキュラム編成) 

社会的思考育成 

(哲学的行為手段型) 

合理化による社会的思考育成 

のための哲学教育 

自発化による社会的思考育成 

のための哲学教育 

事例：IAPC版Philosophy for Children 

(思考修正学習としてのカリキュラム編成) 

事例：Philosophy for Children in Hawaii 

(関係形成学習としてのカリキュラム編成) 
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化教育 )，の両論を想定できる。これらの２つの目標論と２つの方法論の軸を交

差することで，新しい哲学教育の様々な立場を相対的に捉えるための枠組みで

ある４つの類型，合理化による本質的思考育成のための哲学教育，自発化によ

る本質的思考形成のための哲学教育，合理化による社会的思考育成のための哲

学教育，自発化による社会的思考育成のための哲学教育，が存在すると考える

ことができる。  

 

第Ⅱ章 合理化による本質的思考育成のための哲学教育 

 本章では，新しい哲学教育の一類型，合理化による本質的思考育成のための

哲学教育がどのようなカリキュラム論  (目標 -内容 -方法の関係 )を持ち得るのか

を明らかにし，それが学校教育に生じさせる変化を問う。そのために，本類型

の事例であるとみなすことのできる教育計画として，中等教育用教科書  

“Philosophy for teens: Questioning Life’s Big Ideas” を取り上げ，その構成

を分析した。結果，そこに見られたカリキュラム論は次のようなものである。  

 子どもたちに育成すべき良い思考を，自分の生き方について吟味する思考と

設定し，そもそもの子どもの思考を，意見を吟味せずに無意識的に選択してい

る思考と設定する。そして，それらを交流させる可能な思考として，用意され

た問題について多様な意見のウラにある考えを発見し，比べることを準備する。

カリキュラムの目的意識は，子どもたちが吟味された人生を生きることであり，

子どもたちの思考の結果を問題視している。このようなカリキュラム論から，

合理化による本質的思考育成のための哲学教育は，その特質として，本質的な

事柄について自覚的に意見を形成させることを可能にする一方で，そのような

本質的な事柄への無条件の注目が，子どもたちの日常的な思考との乖離を生み，

思考の育成を限定的なものは限定的なものになることが明らかとなった。  

 

第Ⅲ章  合理化による社会的思考育成のための哲学教育 

 本章では，新しい哲学教育の一類型，合理化による社会的思考育成のための

哲学教育がどのようなカリキュラム論  (目標 -内容 -方法の関係 )を持ち得るのか

を明らかにし，それが学校教育に生じさせる変化を問う。そのために，本類型

の事例であるとみなすことのできる教育計画として，全学年用哲学教育プログ
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ラム“IAPC 版 Philosophy for Children”を取り上げ，その構成を分析する。こ

れによって，明らかにされたカリキュラム論は以下のようなものである。  

 子どもたちに育成すべき望ましい思考を，より良く理性を働かせようとする

思考，子どもの思考を，自分の思考の仕方を固め，正解を求めるようになる思

考と設定する。そして，それらを交流させる可能な思考として，自分や他人の

判断が妥当で理にかなっているかを，正解との対比ではなく，その過程や前提

を反省することによって確かめること，を用意するという論理である。実質的

な目的意識は，社会をより理性的な議論の場にするということであり，子ども

たちの思考の方法を問題視している。そして，このようなカリキュラム論から，

合理化による社会的思考育成のための哲学教育は，より良く理性を働かせよう

とする思考を可能にするが，子どもたちが思考の意欲をもっていることが前提

とされていることに限界があるということが解明された。  

 

第Ⅳ章  自発化による本質的思考育成のための哲学教育  

 本章では，新しい哲学教育の一類型，自発化による本質的思考育成のための

哲学教育がどのようなカリキュラム論  (目標 -内容 -方法の関係 )を持ち得るのか

を明らかにし，それが学校教育に生じさせる変化を問う。そのために，本類型

の事例であるとみなすことのできる教育計画として，小学校高学年用教科書  

“Philosophy for Kids : 40 Fun Questions That Help You Wonder…  about 

Everything!”を取り上げ，その構成を分析する。新しい哲学教育の一類型，自発

化による本質的思考育成のための哲学教育の事例を分析した結果，そこに見ら

れたカリキュラム論は次のようなものである。  

 子どもたちに育成すべき良い思考を，概念に自ら問いを立て連続して追求す

る思考，子どもの思考を，日常，物事の理解や生活様式を変化させることは無

い思考として設定する。そして，それらを交流させる可能な思考として，人間

の理解の基礎となるような概念を定義しようとして，経験を内省すること，を

用意するという論理である。実質的な目的意識は，世界や自分自身の新しい可

能性を作り出すことであり，思考の発生を問題視している。このようなカリキ

ュラム論から，自発化による本質的思考育成のための哲学教育は，その特質と

して，世界や自分自身の可能性を新たに生み出していくことを学習できるよう
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にするが，そのようにして育成される思考が私事性の高いものになることが明

らかにされた。  

 

第Ⅴ章  自発化による社会的思考育成のための哲学教育 

 本章では，新しい哲学教育の一類型，自発化による社会的思考育成のための

哲学教育がどのようなカリキュラム論  (目標 -内容 -方法の関係 )を持ち得るのか

を明らかにし，それが学校教育に生じさせる変化を問う。そのために，本類型

の事例であるとみなすことのできる教育計画として，哲学教育プロジェクト  

“Philosophy for Children in Hawaii”を取り上げ，その構成の分析を行なった。  

新しい哲学教育の一類型，自発化による社会的思考育成のための哲学教育の事

例に見られたカリキュラム論は以下のようなものであった。  

 子どもたちに育成すべき望ましい思考を，自己と他者を関係づけ相互に変革

できる思考，子どもの思考を，判断の指針とするものは，自分自身以外になく，

他者を自分の動かせるものではないと排除する思考，と設定する。そして，そ

れらを交流させる可能な思考として，自分の思考によって他者を，他者の思考

によって自分を刺激し，自他に共通した問題を生み出すことを準備する。実質

的な目的意識は，社会をより協力したいと思えるものにしていくことであり，

思考の態度を問題視している。このようなカリキュラム論から，自発化による

社会的思考育成のための哲学教育は，その特質として，自分たち自身で相互に

変革しあう関係を意識的に作り出すことを学ばせ，それを学校教育の全体に浸

透させることで，子どもたちが社会の民主主義を活性化させる学校教育にしよ

うとすることが見いだされた。  

 

終章  

 本研究で，それぞれ特質が解明された 4 つの新しい哲学教育を市民育成の視

点から再整理したのが，次頁の表 2 である。  

 合理化による本質的思考育成のための哲学教育は，吟味された人生を生きる

市民育成を志向する。人生の問題について多様な意見を考慮した上で，どれを

選ぶべきかを考える思考を育成するようにして，この市民育成に貢献しようと

する。  
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表 2：新しい哲学教育における市民育成の可能性 (筆者作成 )  

合理化による本質的思考育成  

のための哲学教育  

自発化による本質的思考育成  

のための哲学教育  

吟味された人生を生きる  

市民育成  

世界や自分自身の新しい可能性を作り出す  

市民育成  

合理化による社会的思考育成  

のための哲学教育  

自発化による社会的思考育成  

のための哲学教育  

社会をより理性的な議論の場にする  

市民育成  

社会をより協力したいと思えるものにする  

市民育成  

 

 合理化による社会的思考育成のための哲学教育は社会をより理性的な議論の

場にする市民育成を志向する。思考の修正を教育の内容にすることで，より良

く理性を働かせようとする思考を可能にし，この市民育成に貢献しようとする。 

 自発化による本質的思考形成のための哲学教育は世界や自分自身の新しい可

能性を作り出す市民育成を志向する。問いを立てることそのものを学習の目標

にすることで，世界や自分自身に問いを立て，その不確定さを明らかにするこ

とを学習できるようにして，この市民育成に貢献しようとする。  

 自発化による社会的思考育成のための哲学教育は社会をより協力したいと思

えるものにする市民育成を思考する。共同で問いを立てるプロセスを内面化す

ることで，自分たち自身で相互に変革しあう関係を意識的に作り出すようにし，

この市民育成に貢献しようとする。  

 これらを相互に比較することで，新しい哲学教育は学校教育にどのような市

民の育成を提案できるのか，の問いに，以下の 2 点が指摘できるだろう。  

 第 1 に，自発的思考の育成。明らかになった各市民育成の論理のなかで，現

行の学校教育カリキュラムで達成が目指されていない，もしくは達成するのが

難しいのが，表 1 右側の世界や自分自身の新しい可能性を作り出す市民育成と，

社会をより協力したいと思えるものにする市民育成であろう。現行の学校教育

カリキュラムには，これらの市民育成を志向する新しい哲学教育カリキュラム

論に見られる内容編成の考え方は含まれていない。問いを立てることは手段と

して扱われ，社会への関心と期待は，子どもたちの新しい体験や情報によって，
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自然に拡がっていくと考えられている。もし，世界や自分自身の新しい可能性

を作り出し，社会をより協力したいと思えるものにする市民育成を達成しよう

と思うと，学校教育の方法を合理化教育から自発化教育へと根本的に転換する

必要がある。これはしばしば，一般的な教育理論として，抽象的に主張される

が，自発化による新しい哲学教育の論理はこの市民育成の可能性を具体的に示

しているものであると言えよう。  

 第 2 に，思考による社会の形成。明らかになった各市民育成の志向のなかで，

現代社会が求めるものは，表 2 下側，社会をより理性的な議論の場にする市民

育成と，社会をより協力したいと思えるものにする市民育成であろう。社会が，

緊張と無関心で埋められようとしていくこの時代に，学校教育は，自発的に思

考して社会を民主主義社会へと形成していく市民の育成を求められている。合

理化による社会的思考育成のための哲学教育と自発化による社会的思考育成の

ための哲学教育は，哲学的行為の実践によって“社会を民主主義化する思考”を

育成する社会的思考育成を主張していた。これらは現代社会が求める市民の育

成を実行する新しい可能性であると考えることができるだろう。  
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